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歯を大切に 
６月４日～１０日は歯の衛生週間です。正しい知識を学び、 

予防・早期治療に努めて歯の健康を守りましょう。 

●『歯のトラブル知らずになる本』 中村輝夫/著 山海堂 497.9 ナ 

●『イラスト版歯のしくみとケア』 渡辺和宏/編 合同出版 497イ 

●『歯の健康学』 江藤一洋/編 岩波書店 497ハ 

●『江戸っ子は虫歯しらず？ 江戸文化絵解き帳』 石川英輔/著 講談社 382.1 イ 

●『オトナこそ歯が命』 花田信弘/著 小学館 B497ハ 

●『虫歯はどうしてできるか』 浜田茂幸/著 岩波書店 497ハ 

●『こどもの歯をじょうぶにするQ＆A６４』 羽田宣裕/監修 小学館 497.7 コ 

●『きれいな歯をつくる』 倉治ななえ/監修 大泉書店 497キ 

今月のトピックス 
 

 
本のリサイクルのお知らせ 

6月６日（土）より、図書館で使われなくなった本のリサイクルを行います。 

ぜひご利用ください ＊お一人様5点まで。なくなり次第終了となります。 

企画展示 
「戦時下の津島～戦後７０周年

を迎えて～」 

場所：津島市立図書館 １階展示コーナー 
開催中の戦争展も６月２２日（月）までと

なりました。緊迫した戦時下での人々の暮ら

しを中心に、写真や資料を交えて当時の様子

を展示しています。この機会にぜひご覧くだ

さい。 

企画コーナー 
「ＬＯＶＥちょんまげ」  

 
１階中央のコーナー 

にて、江戸を舞台にした 
小説や、江戸に関する本 
を特集しています。貸出 
もできますので、ぜひ手 
に取ってご利用ください。 

 



 
新 着 図 書 

『はじめましての郷土玩具』 甲斐みのり／著 中村浩訳／監修  

グラフィック社 759.9 カ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

 

休館日 

２３日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『敗者の告白』深木章子/著 ← 父親が容疑者に挙がる母子転落死事件。予想を裏切る衝撃の結末とは･･･？ 

『それでもプロか！』野村克也/著 ← プロ野球界とともに歩んできた著者が本物の「プロ」の心得を語る。 

『ポケットに物語を入れて』角田光代/著 ← 古典的な名作から現代作品まで８０冊にのぼる書評を収録。 

『東京ブラックアウト』若杉冽/著 ← 現役のキャリア官僚が描く、原発再稼働のリアル告発ノベル。 

『私は,１００歳世界最高の現役スイマー』長岡三重子/著←世界記録を更新し続けるおばあちゃんスイマー。 

『五木寛之の金沢さんぽ』五木寛之/著 ← 移り住んだこともある金沢を旅行者・居住者の視点から描く。 

『はじめて作る和菓子のいろは』宇佐美桂子ほか/著 ← 豊富な写真と説明できれいに仕上げるコツを解説。 

『「何もつけない」美肌術』牛田専一郎/著 ← 化粧品を使わない、科学的根拠に基づいたスキンケア。 

『大人の話し方大全』主婦と生活社/編 ← 冠婚葬祭、学校行事など、人前で上手に話せるコツを伝授。 

『マッサン 上』羽原大介/著 ← 話題となった昨年度後期のＮＨＫ朝の連続ドラマのノベライズ。 

 身近にある木、土、紙を主な材料として作られてきた郷土玩具は、

江戸時代以降に誕生した庶民のためのもの。厄除け、疫病除け、健や

かな子どもの成長、商売繁盛、開運出世、五穀豊穣、家内安全などの

願いが、自然や動物などの形に託されています。なかには、最中の皮

の中に土人形が入った金沢の「福徳」のように、「縁起菓子」と「郷

土玩具」の垣根を越えるものも紹介されています。 

時代や作り手によって形や表情が違い、ひとつとして同じものがな

いことも魅力です。味わい深い郷土玩具の世界を覗いてみませんか？ 


